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NEDO プロジ クトから生まれた「NEDO イン イド 」 
に関する 性 果と社会的 に関する研究 

 
子 山 (NEDO) 

 
景 
行 法 新エネルギー・ 業 合 発機構( 、NEDO と す)では、 16 年 からプ

ロジ クト 5 年間における 用化の 状 、 する 上 、 の 果等に関する

調査を している。これまでの 調査は、 プロジ クトに対するアンケート分析や 的な

アウトカ 調査が中心であり、また、調査 間がプロジ クト 5 年間に 定されることから、5
年を える中 的な観 からの 調査は十分に行な れることはなかった。 
そこで、NEDO では 21 年 から、NEDO プ 出 た 、 用化

た製品 プ ス NEDO ンサ ド製品 と定 し、 30 年に たる NEDO プロジ クトの中で生

出された 発 果によって生 出された製品 プ ス 上 等に関する 的 果や社会的

をもたらした間 的 果等の クロな 性評価を行ってきた 1)。 
本研究では、 の「NEDO イン イド 27 」に えて、 上が大きい、あるいは社会的 が

大きい やプロセスについて 的に調査を行い、新たに「NEDO イン イド 50 」を対象とし、

事業者や業 からのアンケート、 アリング、あるいは文献等のデータを用いて、 に関す

る の 上 、 来の 上 などの 性 果、 用 出 果や CO2 減 等の社会的 、

他の の 果等について考察したので、その結果を報告する。 

 
調査方法 
報告した 性評価と同様に 1)、本研究でも 上 に対する NEDO プロジ クトによる 果の

与 を 100%として している。その理 として、「NEDO イン イド 」は NEDO プロジ ク

トにおいて 発 において 発されたコア が まれている やプロセスと定 され

ており、 発 果がなけれ 、1) 用化が大 に れた、 は 現していない、2) の多くが基

・基 から の 発が行 れている、3) 与 は によって異なり、精緻化することが にな

るためである。「NEDO イン イド 」を 的に抽出するため、( )1,000 上の 年

上 、( )100 上 1,000 未 の 年 上 、( ) 上 は さいが社会的 が特に

大きいと見 まれる 50 目( 調査の 23 を )について、見 し、 定したう

えで、参 業 のアンケート調査を行った。アンケート調査の だけでは 発 果の 上 等が

明であった場合には、文献調査、業 等 の アリング調査を行い、可能な り合理的な 明がで

きる 件(事業者、関 者等の同意等)で NEDO が 的な を行った。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 1 ライ イクルにおける「NEDO イン イド の 献」 
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業 のアンケート項目としては、 、 プロジ クト 、 間、 、 プロジ

クトの 献、 発 果が のどこに れているのか  上 を上 ている参 業 、 参

業毎の 5 年間の 上 、 は業 全 の 上 データ、 2020 年における 上 、2011 2020 年の

上 、 「 、 」の に った (データ、論文等)、 社会的 (CO2 減 、 エ

ネ 、 用等)、 ノウ ウ、他の の 、 ・ の受 、その他重要な項目について

を得た。 し、十分な が得られなかった場合には、 業 の公 データ、 公的機関、 間調

査機関の公 データ、 さらに 足するデータについては、上 の 得データから 計 し、その結

果について参 業に確認し、 を得たものを 得データとした。また、 来 上 はアン

ケート調査結果、 場の動向を まえ、 の 5 つの 上 動から、 定して した。 
 
(1) 調な 上 が できる  

 過 から現 の 上 の で 2020 年まで ると 定して  
(2) や業 等が 上 を している 、 は(3)すでに 上 が している  

 アンケートの 業 に 来時 の 上 がある場合には、2011 年までの で、 
2020 年まで る、 は らないと 定して  

(4) が短い 、 は(5) 来、 上 を し い  
 2011 年時 から 上 の は がる、あるいは毎年、同 の 上 が続くと 定して  

 
また、費用対 果の分析の一環として、 発費の に対する の (2011 2020 年の 計)につ

いては き の (2004 2008 年 の )を用いて し、また、 用 出 果(2011
2020 年の 計)は 上高 件費 と 年 (ともに 2004 2008 年 の )を用いて した。 
 

析結果 
3-1) 性評価と社会的 に関する評価  
 発 、 発 、 ルーレイ・ディスク関連 、 用 ート ンプ給 等は 1,000

上の 年 上 がある は 2)、 より 上 を している一方、 発 、 用

料 コジ ネ等の 100 上 1,000 未 の 年 上 のある は、それ ど大きな

上 の はなかった。 の 上 は景 の動向に されやすいため、 調査を行った多くの

で 価は低 したものの、 外 の 上 の や の増 していることが明らかとなった。

また、 の調査結果から、 上 は さいが社会的 が大きい (社会的課題の 、部 として

の アーが大きい等)が、新たに される の中に多く まれていることが明らかとなった。 
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「NEDO イン イド 50 」に関する 上 と 来の 上 を した結果を に

す。50 に関する研究 発 費 5,765 に対して、 年 上 3.98 、 5
年間の 上 13.95 、2011 2020 年までの 上 計 66 と された。  
また、NEDO プロジ クトの原資は 金であることから、 50 に関する 来の 見 、

や 用 出 果についても を行ったところ、対象 50 に関しては、 10 年間で、これまでの

5,765 を える、9,834 の が見 まれることが された。また、 用 出 果

については、年間 10.7 17.7 の新 用を生 出すことが明らかとなった。 
 

)研究 発費の に対する (2011 2020 年の 計)  
 50 に対する 費 出 計は 5,765  
 法 得課 66 3.66%( き ) 40.69 (法 ) 9,834  
 

き の は、 務 法 業 計 より、 造業における きの 純 を 上高で したもの(2004
2008 年 の ) 

 

) 用 出 果(2011 2020 年の 計)  
 66 13.38 ( 上高 件費 )÷499 ( ) 177 /10 年 
 

上高 件費 は、 務 法 業 計 より 造業の を 出したもの(2004 2008 年 の )。
は、 庁 間給与 態調査 より 造業(化学工業、金属機 工業、 工業、その他の 造業を合計)の 給与 を

出したもの(2004 2008 年 の )。 
 
3-2) 「NEDO イン イド 」の 献 
本研究では、 の対象 27 1)から 50 大するため、 、プロジ クトが して 5年

上 過 ( 調査 )したプロジ クトの中で、大きな 上や社会的 を果たしている 100 上の

( の も ）について抽出し、 識者等の意見、定 評価等をして 50 の抽出、

けを行った。なお、 の 27 の中には、 による発 中 や事業 等による影響

で、 上等が 減した等、一部 れ えとなる が 3 どあった。 の報告では、「エネルギ

ー・環境」、「 業 化」、「安心安全」といった NEDOの ッ ンで分 したが、それぞれの

が する特性を十分 現することが しかったため、社会 のインパクトを明確に 現できる新たな

指 (カテ リー)として、(1) 場 出の 者(9 一 業では対 が しい 発を中 に ）、(2)
の ースター 10 発の により、 業 の 化に 与）、(3) い分 の 上

(6 時間と費用が 大に要する基 基 的な 新の )、(4)社会的な課題 (25 法 、 の

流など、 にやさしい環境 の 発など)といった分 で、 理した。 2 には、指 (カテ リー)別
に、インパクトが大きい を す。 スター ン、MEMS、高性能セラ ックスが新たな とし

て され、 来 上 、 果等の観 から めてインパクトが大きいことが明らかとなった。 
 の対象 50 では、高機能部 に相 する やプロセスが 多く まれ、それらの部 (

ィル 、パワー 料、セラ ックス等)や 工 (MEMS)が、自動 、 、 ー 機等の日本の

業を える に多く されていた。また、CO2 減に大きく 献する も 12 が まれてお

り、その 減 果は年間 4,000 /年 と めて大きいことが された。 の「NEDO イン

イド 50 」の は、「(4)社会的な課題 」に関する が まれており、 上 は大きくない

ものの、環境 題 の対 、 、 機 など社会的 献が大きいものが されていた 3)。 
 

 
2.社会的なインパクトが大きな「NEDO イン イド 」の  

指 (カテ リー) 社会的インパクトが大きい主な「NEDO イン イド 」 

(1) 場 出の 者 
発 (1981 )、 発 (1981 )、 スター ン(1980 )、 用 ー

ト ンプ給 (1984 )、 動用 (1992 ) 
ルーレイ関連 (1998 )  用 料 (1992 ) 

(2) の ースター 子 料用 ィル (2001 ) (1995 ) 

(3) い分 の 上  MEMS(1991 ) 高性能セラ ックス(1981 ) 

(4)社会的な課題  ノイー関連 (2001 ) ロン (1996 )、 理(1997 ) 
高性能工業 (1993 ) 

の が多い ど、インパクト( 上 、CO2 減 果等)が大きい。 
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3-3)「NEDO イン イド 」に関する の事  
 発 、 スター ン、高性能工業 、 用 料 などの最 は、 上 が容 に

することができるが、部 、 工 などは、どのような最 に まれているか 業の研究

者、業 や大学の 識者等からの アリングや様々な情報 ース等によって 定することになる。

2 に、「NEDO イン イド 」に まれる部 や 工 (MENS、多 化 ィル 、 エネ レーザー

工、軽 化 等)が最 (自動 、 、 ー 機等) まれる事 を す。30 年 上の中

の NEDO プロジ クトによって れた MEMS が、 に って代 って、様々な機

能性中間 ( セン ー、 セン ー、 イクロ ン等)や最 と している事が分かる。ま

た、これまでにない高 な情報 理( 、 リー等)、多様な エネ (軽 化、 動 等) の要 を

するために 発された部 等も、様々な機能性中間 エアロ ーター、 セン ー、 チップ等）、

最 と している。「NEDO イン イド 」によって 造された高性能中間 は、他の

「NEDO イン イド 」の 合 せによって、より高機能化、低コスト化、 エネ化を 現し、

内の基 となる 業における重要な最 と まれている事が かる 3)。 

  
まとめ 

本報告では、 NEDO イン イド 50 を対象に、アンケートや アリング、文献調査により、

の報告の時に 、様々な機能性 が最 における重要な部 として 用されている事が明ら

かとなった。 は、生活向上、 、安心・安全、 、環境 化等、社会的な 果の観 から

、さらなる 的な調査を行いながら を る 定にしている。 
 

本研究を するうえで、 生 大 からの なアドバイス、 合研究 の 
  中 研究理事、高 子主研等による調査 ートのおか であり く感 し上 ます。 
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